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（株）沼澤農園 （山形県尾花沢市）

①自動操舵システムを利用した畝立て等の多工程同時作業　②省力多収整枝技術
③病害発生予察システム　④自動操舵システムを利用したブームスプレーヤ防除
⑤アシストスーツ　⑥出荷予測システム　⑦作業・コスト一元管理システム

導入技術

労働時間33％削減、収量１3％向上、販売金額18%向上目　　標
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〇実証で効果が得られた技術は、県の事業で引継ぎ、技術のブラッシュアップを図り、生産者が導入しやすい技術に改善していく。
○実証した技術体系は、導入できるパターンをメニュー化し、研修会、巡回指導等により、早期の技術周知と普及を図る。
○スマート農業技術の普及のため、利用者、協賛企業、ＪＡ、市町、県等から構成される研究会組織を設立（2020年7月設立）し、技
術普及、シェアリング体制を構築しながら、取り組みを進めていく。

事業終了後の普及のための取組

導入技術の効果

●小型気象観測装置を用いたすいか炭そ病防除判断技術と、自
動操舵システムとブームスプレーヤを組み合わせて防除を
行った場合、総防除作業時間が約35％減少(26時間/10a→
16.9時間/10a)すると試算された。

●各技術の導入により、すいかの栽培体系全体の労働時間が 
(実証農家の慣行H29)対比で約23％減少し、144時間/10a
から111時間/10aとなった。

●圃場づくり作業を多工程同時作業で行うことで、10a当たり延べ作
業時間は、自動操舵＋多工程同時作業で地域標準対比75%減少した。

●果実は慣行栽培に比べ小玉傾向となるが、慣行圃場では
5.4t/10a(実証農家の慣行対比9%増加)となった。

実証成果

15.5ha（すいか3.6ha、水稲10.9ha、たらの芽1ha） うち実証面積：すいか1ha
8名（社員4名、パート4名）

経 営 概 要

〇令和2年度の10a当たり収量【旋回枕地、ブームスプレーヤ装着時トラクター走行通路無しの場合】は、慣行4800kgから
5400kg、販売金額は127万円から143万円と増加し、目標を達成した。

〇自動操舵トラクターによる圃場準備作業、省力多収整枝技術、病害発生予察ｼｽﾃﾑ、出荷予測ｼｽﾃﾑ等を組み合わせ、10a当たり労
働時間は180時間から111時間(目標120時間)と減少し目標を達成した。

目標に対する達成状況1

2

3

問い合わせ先 山形県農林水産部農業技術環境課　（Tel：023-630-2440）

スマート農業技術によるすいか生産イノベーションプロジェクト実証課題名

★

  想定したベッド中央位置と作成したベッド中央位置の
ズレベッド端から0、20、40、60、80m地点の平均値。 
圃場条件はR1は乾燥条件、R2は土壌水分が多い条件
使用トラクターは4輪タイプ、R2は後輪クローラタイプ
  トラクタ操作にトラクタ運転経験2年の新規就農者が操作
  トラクタ操作経験13年の熟練者が操作

10a当たり延べ作業時間(実証はトラクタ
運転経験１～２年の新規就農者が操作)
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③ ⑤

（株）紅梅夢ファーム （福島県南相馬市）

①ロボットトラクタ　②高速汎用施肥播種機
③直進キープ機能付き田植機　④ほ場水管理
システム　⑤農業用ドローン⑥食味・収量測定
コンバイン　⑦営農支援システム（KSAS）

導入技術

○被災地で営農再開する水稲大規模経営において、スマート農業を実証するため、以下の目標を設定した。
１.生産物の高品質・安定化 … ①等級検査で全量１等米を維持　②収量が浜通りの平均収量を下回らない
　　　　　　　　　　　　　　　 ③新規作付ほ場の米の食味が、継続作付ほ場と同水準　④食味のバラツキが実証前(H30年)より小さい
　　　　　　　　　　　　　　 ⑤納入先の検査による検査不合格品が出ない(R1)　⑥実証期間内でJGAPを取得(R2)

２.収益性向上 … 生産費を12,000円/60kg以下（※機械費・施設費は補助事業活用を想定）とする
３.非熟練者の早期技術習得 … ①非熟練者の面積当たりの作業時間が、熟練者と同水準となること
　　　　　　　　　　　　　　　   ②非熟練者の疲労・ストレスの蓄積状態が熟練者並であること

目　　標
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問い合わせ先 福島県農業総合センター企画経営部企画技術科　（024-958-1700）

○　得られたデータを活かし、被災地をはじめ、県内へのスマート農業機械の導入を支援する。
○　新規就農者の育成・習熟に本技術体系を取り入れ、営農再開地域の更なる農業雇用の拡大を目指す。
○　地元農業高校や農業短期大学校における農業教育に実証内容を活用し、先端技術の波及を図る。

事業終了後の普及のための取組

導入技術の効果

●コンバイン採録データから収量と玄米タンパク量のメッシュマップを作成した。
●R1年度ほ場内の収量ムラが見られたが、R2年度に可変施肥を実施した
ところ、ムラが少なくなった。

●R1年度は移植18.7ha､直播10.8haで作業ピークは403h/旬であった。
●R2年度は移植26.0ha､直播21.3haに増反し、移植は密播苗の面積拡大と直
進キープ田植機による苗運搬等の効率化、直播は高速汎用播種機の利用拡
大を進め、スマート農機を活用した省力化が図られた。

●上記の取組と直播比率の向上により、作業ピークの短縮・分散に繋がり、R2年
度のピークは298h/旬と、100h/旬以上の低減を達成できた。

●移植作業調査では、総作業時間の52%で自動直進機能を使用できた。
●平均旋回時間は、熟練者が15秒/1旋回、非熟練者が22秒/1旋回であっ
たが、後半は非熟練者も熟練者に近づき、旋回の上達が見られた。

●旋回径も、非熟練者は熟練者に比べ、平均で25cmほど大回りする傾向
にあったが、回数を重ねることで上達が見られた。

●WATARASの導入により、熟練者２名で行っていた水管理を非熟練者１
名で行うことが可能となり、かつ作業時間も短縮された。

●水位確認時、車から降りて確認する時間が削減され、土のう・堰板の設置
撤去などの労力も低減されたことから、作業者からも負担が軽減された
との主観評価が得られた。

実証成果

担い手と労働力の確保が著しく困難な条件下で、非熟練労働力を活用しつつ高レ
ベルで均質な農産物の生産と規模拡大を実現する技術体系の実証

実証課題名

57.9ha（水稲47.3ha、大豆4.3ha、タマネギ0.4ha、菜種5.8ha）うち実証面積：水稲47.3ha経 営 概 要

〇全量１等の目標は達成できなかったが、1等米比率は、41%(R1)から75%(R2)に向上した。
〇令和元年産収量は、地域平均を上回ったものの、令和2年産は、獣害等で地域平均を下回った。
〇メッシュマップを活用した可変施肥により、収量と玄米タンパク質含有率のほ場内の差は少なくなった。
〇直播栽培とスマート農機の導入により、生産費は移植・直播栽培ともに9,000円/60kg程度に抑えられた。
〇直進キープ機能付き田植機等の活用で、非熟練従業員が熟練者と同水準の作業効率を発揮できた。

目標に対する達成状況1

2

3

(濃赤:約700kg/10a、薄赤:約660kg/10a)

旋回を繰り返すうちに、非熟
練者の作業時間が熟練者に
近づいていることが分かる。

（※R1年度実証データより）

◀旋回所要時間の比較

（※令和２年度データより）
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